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1. 研究背景と目的 

近年、全国的に橋梁の老朽化が進行し、地方自

治体では限られた財源と人員の中で効率的な維持

管理が求められている。特に地方部では、人口減

少や財政制約により、従来の定期点検・個別補修

を前提とした体制の維持が難しくなっている。一

方で、豪雨や地震などの自然災害が頻発し、橋梁

の機能停止が地域交通や避難行動に及ぼす影響は

深刻化している。 

このように、「平時の維持管理」と「非常時の防

災対応」を一体的に考える橋梁政策が求められる

が、行政データは点検記録にとどまり、政策判断

に活かせる形で整理・可視化されていない。オー

プンデータを公開する自治体は増えているもの

の、「危険度」や「優先度」の算出には専門的知識

を要し、現場での即時活用は難しいのが現状であ

る。 

本研究は、こうした課題を踏まえ、オープンデ

ータを用いて橋梁のリスクスコアを簡易に算出し、

維持管理や防災計画の意思決定に活用する手法を

提案する。福知山市の橋梁データを用いたケース

スタディを通じて、構造的健全性と社会的影響の

両面から評価する枠組みを提示することを目的と

する。 

 

2. 研究方法 

本研究では、福知山市が公開する橋梁点検結果

および道路河川課が作成する要望受付対応票を用

いた。橋梁データから架設年、構造種別、判定区

分、径間数などの属性を抽出し、これらを基にリ

スクスコアを設定した。 

また、2020~2024 年に市民から寄せられた要望

受付対応票を無作為に 50 件抽出し、Python によ

るテキストマイニングとワードクラウドで分析し

た。さらに、代表的橋梁について OpenRouteService 

API を用い、通行不能時の代替経路を算出し、社

会的影響を指標化した。 

 なお、リスクスコアとは、複合的な視点から各

橋梁を数値化したものであり、値が高いほど今後

の対応や補修の優先度が高いことを示す。また、

点検結果などの判定区分との乖離が大きい橋梁は、

経年劣化以外の要因（交通量、環境条件、構造形

式など）がリスクに大きく影響している可能性を

示す。 

 

3. 分析結果 

福知山市内の橋梁 1072 本のうち、1970 年以前

に架設されたものは 195 本であり、このうち判定

区分Ⅲ（要修繕）は 13 本確認された。幅員 4.0m

以上の橋に限定すると 5 本に絞られた。 

 

3.1 判定区分の割合 

 
図 1 福知山市内橋梁の判定区分の割合 

 

福知山市道路河川課の橋梁点検結果を基に、判

定区分の割合を求めた（図 1）。判定区分Ⅱが全体

の約 7 割を占めており、おおむね良好な状態が維

持されている。一方で、判定区分Ⅲも少数ながら

存在し、今後の補修計画において優先度の高い対

象となる。未記載の橋梁も確認されるため、これ

らについては個別調査が必要である。 

判定区分の分布分析は、橋梁維持管理における

「予防保全型政策」への転換に資する知見を提供

すると考えられる。 

 

3.2 福対応方針別の件数   

 
図 2 橋梁の対応方針別件数（福知山市） 

 

 橋梁の点検結果に基づき決定された対応方針

の件数を求めた（図 2）。最も多い対応方針は「経

過観察」で、全体の約 6割を占めた。これは現時

点で安全性に大きな問題がない橋が多い一方で、
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将来的な劣化進行が懸念されていることを意味す

る。「補修」は 225件で、舗装や断面、ひび割れな

ど多岐にわたる。「撤去検討」および「架替予定」

はそれぞれ 17件、3件にとどまった。 

この結果は、予算制約下における補修優先度の

定量的判断の必要性を示している。 

3.3 市民の体感的な危険認識 

 
図 3 要望内容ワードクラウド 

 無作為に抽出した市民要望対応票からワードク

ラウドを作成した（図 3）。「直す」「側溝」「破損」

など補修関連語が多く、市民の関心は安全性や通

行環境の改善に集中していた。これらの傾向は行

政の点検結果とも一致しており、市民の意見を反

映した維持管理方針の可能性を示している。 

 

4. リスクスコア設定 

本研究では、橋梁の老朽化度合いを分かりやす

く示す指標としてリスクスコアを考案した（表

1）。既存の判定区分が構造的健全性を重視するの

に対し、本研究では社会的影響も加味した相対評

価を目的とする。構造形式、架設年、径間数、代

替路の有無などに 0〜3点を付与し総合スコアを

算出した。スコアが高い橋ほど老朽化や負担が大

きい傾向を示し、補修や防災計画の優先順位付け

に活用できる。 
表 1 リスクスコア評価内訳 

 
 

表 2 合計スコアと評価 

 
5. ケーススタディ 

 本章では、市中心の由良川に架かる音無瀬橋を

対象に、通行不能時の影響を検証した。徒歩を想

定し、OpenRouteService APIを用いて通常時及び

閉鎖時の経路を計算した。起点・終点を橋の東西

の設定し、最寄りの代替橋を経由する迂回経路を

算出した。位置確認には全国 Q地図を使用した。 
 

表 1 音無瀬橋閉鎖時における移動距離・時間比較 

 
その結果、徒歩移動の距離・時間はいずれも約

2.5 倍に増加した。これは橋梁閉鎖が市民の生活

や避難行動に大きく影響することを示し、リスク

スコアに「代替路の有無」を考慮する妥当性を裏

付ける。以上より、本分析は橋梁閉鎖時の社会的

影響を定量的に把握する有効な手法であり、維持

管理計画や防災シミュレーションへの応用が期待

される。 

 

6. 政策的活用の可能性と今後の展開 

 本研究で考案したリスクスコアは、橋梁維持管

理の優先順位付けにとどまらず、災害時の代替経

路や避難計画の検討にも活用できる。すなわち、

平時には補修計画や予算配分の合理化に、非常時

には通行規制情報や避難ルート策定に資する二層

的指標として機能する。また、橋梁データを市民

と共有することで、防災意識の向上にも寄与し得

る。 

今後は、防災アプリ等との連携により、橋梁の

通行状況をリアルタイムで把握できる仕組みへの

応用が期待される。 
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注記： 

本稿の構成検討にあたり、文章整理の補助として生成AI

ツール（ChatGPT, OpenAI; 使用モデル：GPT-4o および 

GPT-5）を参考にした。分析内容および最終的な判断は筆

者が確認し、責任を持つものである。 


